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ガバナー・メッセージ

2018－19年度
国際ロータリー第2500地区ガバナー 細　川　𠮷　博

（帯広北ロータリークラブ）

ガバナー月信  4月号 Apr

ガバナーメッセージ

　明るい日差しが感じられ日に日に春めいてき
ています。多くの生き物がこの季節動き出そう
としています。整形外科医として仕事柄骨折、
特に大腿骨頚部骨折に遭遇しますが、多くの皆
さんは冬の寒い間、屋外で転倒して骨折という
ことを思い浮かべますが、実はこれからの季節
において発生が多い感覚です。多くのひと特に
高齢の方は冬の間あまり活動しないでいたとこ
ろから急に活動範囲が広がることによって体力
がついていかなく転倒することが多いのです。
　これに関連して皆さんは「フレイル」という
言葉をご存知ですか？
　語源となるのはFrailty（虚弱）から作られて
います。加齢とともに運動の能力や認知機能と
いった心身の活力が低下し、さらに複数の慢性
疾患が影響されることによって生活機能が障害
され、心身の脆弱性が出現した状態ではありま
すが、一方で適切な支援、介入によって生活機
能の維持、向上が可能な状態と定義されていま
す。
　つまり要介護の状態の手前の状態であって、
ここまでがいわゆる健康寿命と言われています。
そして適切な対応があれば健康な状態に戻るこ
とができることが可能な段階です。その側面に
は身体的フレイルといって活動性が減少してい
るロコモティブシンドロームや長期の臥床など
があります。また心理的、認知的フレイルとし
てうつ病や認知機能の低下などが挙げられます。
さらに社会的フレイルとしては独居や経済的困
窮、孤食などがあると言われます。
　その予防としては３つの大きな柱が考えられ
ています。一つは食、口腔機能を含めた栄養の
管理があります。適度なたんぱく質とバランス
よく栄養の摂取すること、そして歯科口腔の定
期的な管理が必要です。二つ目は運動を通じて
筋肉の減っている状態（サルオペニア）を予防
するため、十分な歩行習慣や筋肉トレーニング
も必要です。そして３つ目には社会参加が挙げ
られます。趣味の活動もありますし就労も大切
です。そして地域においてボランティア活動な
ど地域デビューも奨励されています。その３つ
の大きな柱の中ではそれぞれが大切ですが特に
ボランティア活動などの地域活動が大切である
と東京大学高齢社会総合研究機構の飯島勝矢先
生が発表されています。

　私たちのロータリー活動は崇高なローリー精
神に導かれた行動であって決してフレイル予防
のためではありません。しかしロータリアンの
多くの先輩方がお元気に活動されているのはも
しかしたらフレイル予防を自然と実践されてい
る賜物とも感じます。
　精神的、肉体的にお元気なロータリアンが地
域を導き活動されていることはロータリーの素
晴らしい意義でもあると思います。

　4月は母子の健康月間です。
　3年 前 に モ ン ゴ ル、ウ ラ ン バ ー ト ル の
NARLAGロータリークラブを訪問させて頂きま
した。モンゴル農業大学の先生に紹介して頂い
たのですがその時車で4時間以上離れた遊牧民の
ゲルに連れていって頂きました。大学の学生さ
んも一緒でしたがそこでは歓迎に貴重な羊を一
頭さばいて鍋にして歓待して頂きました。ただ
その生活は一つのゲルに大家族で住んでいるこ
と、衛生状態は決してよくないこと、そしてな
により水がなく馬の乳を飲んでいること、入浴
の習慣がほとんどないことなど大変なものでし
た。ウランバートル市内の個人病院も訪問しま
したが、社会主義から市場経済を取り入れて間
もなく病院などの社会的インフラが整備されて
いない状況でした。少ない病院に多くの患者が
詰め掛けていて、あまり立派とは言えない医療
環境でした。その時に訪問したNARLAGロータ
リークラブにおいては病院の中で会員がボラン
ティアとして受付などの活動をされていました。
やはり有病率が高く、50代での亡くなる方が多
いとの話しでした。例会にてお会いしたモンゴ
ル分区のガバナー補佐の方は産婦人科医で、ぜ
ひロータリーカーを走らせてゲルの婦人の検診
を奉仕活動として行いたいとのお話を聞かせて
頂きました。資金や人員などなかなかすぐには
できていませんが機会があれば再訪問して再度
語り合いたく考えています。今後ぜひ2500地区
の皆さんと母子の健康について語りあえればと
思います。

　いよいよPETSと地区協議会が今月開かれま
す。年度一杯皆さんでインスピレーションを見
つけて行きましょう。
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地区チーム研修セミナー

地区チーム研修セミナー
2019年2月23日（土）　14：00　登録受付・宿泊者チェックイン開始

   地区チーム研修セミナー　　　会場：釧路プリンスホテル　３階　北斗の間

15：00　開会・点鐘

　ロータリーソング「奉仕の理想」斉唱

15：03　ガバナーエレクト挨拶

15：06　歓迎の言葉

15：10　出席者のご紹介

15：15　ガバナー挨拶

15：20　地区チーム研修セミナー開催趣旨について

15：25　RI国際協議会報告並びにRI会長テーマの説明

　次年度地区目標及び地区活動基本方針の発表

15：55　次年度地区組織図（案）並びに年間スケジュールについて

16：05　次年度地区予算案について

16：15　各分区ガバナー補佐活動方針について

16：50　PETS/地区研修・協議会のプログラムについて

17：05　RLI（ロータリー・リーダーシップ研究会）について

17：20　次年度地区大会について

17：25　閉会の言葉

17：30　閉会・点鐘

　　　　　記念撮影（５階撮影スタジオへ移動）・ホテルへチェックイン・懇親会場へ移動

   地区役員懇親会　　　会場：釧路プリンスホテル　３階　北斗の間
18：00　開会

 　　　　ガバナーエレクト挨拶

 　　　　乾杯

 　　　　歓談

18：25　地区委員会各委員長より一言

19：15　各種PRタイム

19：25　手に手つないで　合唱

19：28　中締めの挨拶

19：30　閉会

司会進行　ホストクラブ　荒井　　剛

ガバナーエレクト　吉田　潤司

ソングリーダー　松井　聖治

ガバナーエレクト　吉田　潤司

ホストクラブ会長　脇　　弘幸

次年度地区幹事　木下　正明

ガバナー　細川　𠮷博

次年度地区研修委員会　委員長　PDG　小船井修一

ガバナーエレクト　吉田　潤司

次年度地区幹事　木下　正明

次年度地区財務委員長　尾越　弘典

次年度第１分区～第８分区ガバナー補佐

PETS/地区研修・協議会実行委員会　実行委員長　石田　博司

次年度RLI導入準備委員会　委員長　PDG　葭本　正美

地区大会実行委員会　実行委員長　青田　敏治

PETS/地区研修・協議会実行委員会　実行副委員長　吉田　秀俊

ガバナーエレクト　吉田　潤司

司会進行　ホストクラブ　柿田　英樹

ガバナーエレクト　吉田　潤司

次年度地区研修委員会　委員　PDG　清水　幸彦

副ガバナー　成瀨　則之
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ガバナー月信  4月号 Apr

地区チーム研修セミナー
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地区チーム研修セミナー
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第７分区ＩＭ報告

ガバナー月信  4月号 Apr

ＩＭ開催報告

　　　　国際ロータリー第2500地区
　　　　　　　第７分区ガバナー補佐 小野寺　英　夫

　この度、３月２日(土)、ＲＩ２５００地
区第７分区のＩＭを、釧路北ＲＣ主催のも
と開催をさせていただきましたので、ご報
告させていただきます。
　先ずもって、私が２月２２日に体調を壊
し緊急入院となり、当日のＩＭに出席出来
なくなりましたことについて、細川𠮷博ガ
バナーをはじめ、参加者並びに関係者の皆
様に、多大なるご心配、ご迷惑をお掛けし
ましたことに、深くお詫び申し上げます。
　しかしながら、釧路北ＲＣ及びＩＭ実行
委員会のサポート、そしてご参加頂きまし
た皆様のご理解・ご支援により、プログラ
ムを無事終了することが出来ましたこと
に、心より感謝申し上げます。
　今回の大会テーマを「ロータリーの現在
(いま)を知り、確かな未来(あす)を創造し
よう！」と選定し、プログラム内容として
は、第１部で釧路北ＲＣの足立パストガバ
ナーに基調講演として「未来(あす)を創る
ロータリーの奉仕理念と会員増強」のテー
マのもと、ロータリーの根幹である奉仕理
念と会員増強について、ＲＩを含めた今ま
での経緯、そしてこれからロータリーが目
指すべき道・進むべき道程を、総論的にご
講演をいただきました。
　第2部では、第７分区の各クラブのパス
トガバナー補佐の皆様にパネラーとしてご
参加いただき、また急遽ではありましたが
佐渡ＩＭ実行委員長がコーディネーターを
務め、事前に集計した各クラブからのアン
ケートをもとに、各クラブの奉仕活動や会
員の動向の現況の報告と課題等をご報告い
ただき、次に確かな未来(あす)のロータ
リーを創造するためにはどうしたら良いの
かをテーマに、２００８年ＲＩ国際協議会
にて渡辺好政ＲＩ理事がご提案された
「ロータリーの樹」の説明を加えながら、
パネラーの皆様よりその想いを述べて頂き
ました。特にロータリーの根幹となるクラ
ブ奉仕、職業奉仕の部分については、熱く

そして真摯なご意見を頂けたものと思って
おります。ご参加いただきました各クラブ
のパストガバナー補佐の皆様、本当にあり
がとうございました。
　そしてその後の閉会セレモニーにおいて
は、細川ガバナーよりメインプログラムの
講評として、貴重なご意見を頂戴できたこ
とは、今後の第７分区の各クラブの活動の
発展並びに活性化において、大変有意義で
あったとものと思っております。感謝申し
上げます。
　その後会場を移動して「友愛の広場」と
いうことで、細川ガバナーをはじめご来賓
の皆様にもご参加いただき、懇親会を開催
させていただきました。懇親会においては、
まず始めに釧路ＲＣ清水幸彦パストガバ
ナーよりご挨拶を戴き、そして釧路ＲＣ吉
田潤司ガバナーエレクトからの乾杯のご発
声で開始いたしました。提供いたしました
料理については、会場のプリンスホテル様
のご理解をいただき、市内の飲食店(寿司・
天ぷら・ステーキ・そば・ラーメン・肉まん・
カクテル・スウィーツ)の皆様に屋台形式
で出店いただき、皆様には楽しんでいただ
けたのではないかと思っております。また、
余興のゲームについては、各クラブ対抗の
形式をとり、ご参加いただきました各クラ
ブの会長、幹事そしてパストガバナー補佐
の皆さには、大変ご迷惑をお掛けしました
が、お陰様で楽しく過ごさせて頂けたと
思っております。
　最後になりますが、今回のＩＭは私自身
が体調不良により、急遽出席出来なくなり
ましたが、その中で各所においてご理解・
ご協力そしてご支援戴きました全てのロー
タリアンの皆様に心より感謝申し上げ、そ
して心よりロータリーの友情を賜りました
ことに深謝申し上げ、ＩＭの事業報告とさ
せて頂きます。本当にありがとうございま
した。
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第７分区ＩＭ報告
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第６分区ＩＭ報告

ガバナー月信  4月号 Apr

原　点　回　帰

　　　　国際ロータリー第2500地区
　　　　　　　第６分区ガバナー補佐 曽　根　　　一

　去る３月９日、第６分区のＩＭが開催さ

れ、分区内の11あるすべてのクラブから

300名を超える会員参加の元、和久井薫様、

成瀨パストガバナーを講師として、また米

沢帯広市長をご来賓にお迎えし、細川ガバ

ナー、歴代パストガバナー、歴代分区代理、

歴代ガバナー補佐の皆様にご参集戴きまし

た。板倉実行委員長、ホストクラブの帯広

東ロータリークラブとコ・ホストクラブの

音更ロータリークラブの皆様には、当日は

もとより準備段階から大変お世話になりま

した。お集まりいただいた皆様と、ご協力

いただいた皆様にこの場を借りて厚く御礼

申し上げます。

　あらゆる団体活動は時間を経ていく中

で、目的が見えにくくなることがあるが、

そんな時、創立の原点を見つめ直すことが

必要である。それで今回のテーマを「原点

回帰」といたしました。それは例年とは異

なり懇親会を開催しないＩＭとしたこと

に、どのような意味があるのか再度検討し

たいと思ったからです。

　基調講演の成瀨パストガバナーは成瀨家

の由来が、1300年代の南北朝にまで遡る

という大変興味深いお話から、ＲＩの歴史、

思考の変遷、課題、そして今後何が求めら

れるのか。４つのテストは四つ辻であり職

業上の尺度であり、自己の職業を通して社

会に貢献するのだと解説され、さらにＲＩ

が時代によって変わっていく、これでよい

のか？と警鐘を鳴らされました。

　特別講演をお願いしたフリーアナウン

サーの和久井薫氏は数多くのエピソードの

なかから1988年ジャイアンツが札幌で試

合を行ったとき、吉村選手が外野守備で

チームメイトと交錯した際、膝に致命的な

傷を負ったのですが、後にこの事故があっ

たからこそ、今の自分があると言っていた

との事。この事故によって選手生命を断た

れたけれども、解釈の仕方によって別の角

度から自分の人生の意義を見出してゆくの

です。和久井氏は講演の冒頭でご自身のこ

ととして「自分で自分の道を決めていくし

かない！」という決断を迫られたというお

話がありましたが、吉村選手も正に事故の

後、自分の人生を自分で決めていったのだ

と思います。

　さらに驚いたことに閉会式のガバナー所

感の中で、吉村選手が運ばれた病院に若き

日の細川医師がいて、間近でそれを見てい

たというのです。そんな偶然もあるのです

ね。

　以上雑駁ではありますが、第６分区ＩＭ

の報告とさせていただきます。
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第６分区ＩＭ報告



ハイライト米山
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ハイライト米山
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ガバナー月信  4月号 Apr

コーディネーターニュース
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新入会員紹介
ロータリー財団寄付者
米山功労者・お知らせ

お知らせ

枝幸ロータリークラブ

事 務 局
移　  転

　４月１日より下記へ移転いたしますのでお知らせ致します。
　（新事務局）
　　　北海道枝幸郡枝幸町新港町7962番地59　ウイングＤ　201号室　
　　　　　　　　　　　　司法書士　高田事務所内　枝幸ロータリークラブ
　　　ＴＥＬ　０１６３ー６４ー７２７５
　　　ＦＡＸ　０５０ー３７３７ー２９６５

新入会員紹介

ロータリー財団寄付者・米山功労者

2019年２月入会

第６分区
帯広西ロータリークラブ

岡　田　英　樹
おか だ ひで き

●建設業・不動産業
●昭和38年１月15日
●２月28日入会

第６分区
音更ロータリークラブ

佐々木　康　夫
さ さ き やす お

●事務機器販売業
●昭和35年７月31日
●２月１日入会

寄付月日
3月12日
3月5日
2月28日
2月20日

3月14日

名　　　前　（ふりがな）
坂　野　泰　雄（さかの　やすお）
内　山　智　洋（うちやま　ちよう）
松　田　孝　志（まつだ　たかし）
小　枝　秀　則（こえだ　ひでのり）

小野寺　英　夫（おのでら　ひでお）

米山功労者　１回
米山功労者　５回
ＰＨＦ＋２
ＭＰＨＦ　3

米山功労者　３回
ＭＰＨＦ　６回目

寄付の種類
稚内南ロータリークラブ
帯広東ロータリークラブ
帯広北ロータリークラブ
音更ロータリークラブ

釧路北ロータリークラブ

ロータリークラブ分　区
第１分区
第６分区
第６分区
第６分区
第７分区
第７分区



　 　   

    

    

    

    

   

   

   

例会出席率
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RI2500地区 2019年2月末報告例会出席率及び会員数推移




